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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪会社概要≫
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名古屋証券取引所
二部上場

東京証券取引所
二部上場

●本社：名古屋市中区錦二丁目
19番25号 日本生命広小路ビル

●創業：1959年5月21日（昭和34年）
●資本金：19億7,273万円
●従業員数：435名（2019年3月末）
●事業内容：建築仕上材

建築下地調整材
タイル用接着材
ビルリフレッシュ工事
（住宅リフォーム）
その他

≪沿革≫
●1959年 遠山昌夫が名古屋市で菊水商事創業
●1963年 菊水化学工業（株）に社名変更
●1963年 支店・営業所の全国展開を開始
●1969年 愛知県犬山市に犬山工場を建設
●1973年 福岡県粕屋郡に福岡工場を建設
●1976年 ＪＩＳＡ６９０９の取得を開始
●1977年 茨城県古河市に茨城工場を建設
●1988年 名古屋証券取引所二部に上場
●1991年 岐阜県各務ヶ原市に技術開発施設建設
●1999年 ＩＳＯ９００１を取得
●2004年 菊水化工（上海）有限公司を設立
●2005年 住宅事業本部を新設。全国展開を開始
●2010年 日本スタッコを子会社化
●2013年 山口均が社長に就任
●2014年 東京証券取引所二部に上場
●2015年 菊水香港有限公司を設立

菊水建材科技（常熟）有限公司を設立
●2016年 台湾菊水股份有限公司を設立
●2017年 中国江蘇省常熟市で工場を開業
●2017年 愛知県瀬戸市で東海工場が竣工

※詳細は会社案内を参照ください。（2019年3月末日現在）



１．みんなのために
〔社会性〕
社会的に存在感のある企業でありつづける。

２．よりよい商品
〔科学性〕
科学的に裏付けられた独創的な製品・施工
を供給する。

３．ゆたかな愛情
〔人間性〕
企業の活動が顧客、その他まわりの人たち
に愛情と思いやりに満ちたものにする。

みんなのために

ゆたかな愛情よりよい商品

社 是
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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪経営理念≫



下地から仕上げまでの
総合塗料メーカーをめざす

１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪経営方針≫

建物の下地調整材から仕上材までを、一つのメーカーで扱うこと

で、工程管理の信頼性が確保できる。当社は、「下地から仕上げ

まで」を追求する中で、製品のラインアップを拡充

させていきます。また、当社が総合塗料メーカー

となり、全ての局面で責任を持った製品をご提供

することは、業界を牽引する塗料メーカーとして

の責務と認識し、建物など構造物の長寿命化の

一翼を担います。
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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪品質方針≫

1. 商品の設計開発・製造・販売・工事の全ての段階で、
『安全』『品質』『コンプライアンス』を最優先とする。

2. 設計開発の段階で適正品質を確立し、
製造・工事の工程で商品の品質を保証する。

3. 常にお客様志向であり、『業界No.1品質』を目指す。



建築用塗料の開発・製造・販売・付加価値塗料（耐火・断熱・他特殊塗
料）の施工を行う事業。

ハウスメーカーを中心とする戸建住宅向けの塗料の開発・塗替え工事を
行う事業。

中国等の東アジアを中心とした塗料の開発・製造・販売を行う事業。

（連結子会社：菊水化工(上海)／菊水香港／菊水建材科技／台湾菊水）

ライン生産を行う企業向けに専用塗料の開発・製造・販売を行う事業。

建物の躯体や塗装の下地を調整する製品の開発・製造・販売を行う

事業。（連結子会社：日本スタッコ）

製品販売

製品販売

製品販売

製品販売

工事

工事
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５つの事業

汎用塗料事業

住宅事業

海外事業

無機ｾﾒﾝﾄ事業

工業用塗料事業

１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪事業内容≫
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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪当社を取り巻く環境≫

新設

１５％

低層住宅

塗替え

２５％
マンション

大規模修繕

２０％

非住宅

塗替え

４０％

※参考資料：コーティングメディア「塗料・塗装白書-2019年度版-」

〔建築塗装工事〕

建築塗装工事の市場は、塗り替え工事が約８５％を占める。
製品販売では、シリコン塗料を中心に高付加価値製品が増加。

価
格

低

高

高付加価値（期待耐用年数）

アクリル塗料

ウレタン塗料

シリコン塗料

ふっ素塗料

〔塗料の種類〕

新設の
採用が多い

塗り替えの
採用が多い



下地調整材
（品種・品質）

低い

下地調整材
（品種・品質）

高い

仕上材
（品種・品質）

低い
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仕上材
（品種・品質）

高い

その他の業界

磁器タイル 土木

樹脂注入 耐火･断熱

建
築
塗
料

業
界

建材・左官業界
（下地補修・調整など）

「下地から仕上げまでの
総合塗料メーカーをめざす」

１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪当社が目指すポジション≫
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１．ｋｉｋｕｓｕｉグループの状況

≪年度別連結業績実績の推移≫

売上高
（単位：百万円）

営業利益
（単位：百万円）



2019年3月期 2020年3月期

増減額 増減率
第2Q実績 第2Q実績

売上高 10,136 11,515 1,379 13.6%

営業利益 106 264
158 148.6%

売上比 1.1% 2.3%

経常利益 110 290
180 162.4%

売上比 1.1% 2.5%

親会社に帰属する 42 160
118 280.7%

当期純利益 売上比 0.4% 1.4%
11

２．２０２０年３月期第２四半期業績報告

≪連結損益実績≫

（単位：百万円）
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２．２０２０年３月期第２四半期業績報告

≪月別連結売上高の推移≫
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環境への配慮や、社会的な課題解決に向けた取り組
みを意識し、継続して社会の役に立つ製品群の普及・
提案活動を図る。
（単位：百万円）

当社弱溶剤塗料の認知度UPに伴い東海工場の稼働率もＵＰ！

建築土木現場にてアスベスト・ＰＣＢ・鉛・クロムなどへの環境対策が顕著化

建物の外観の耐久性と美観維持に寄与する建築用塗料の重要性を訴求アスベスト
研究会発足

BASF共同ブラ

ンディング発表

消費増税前の駆け込み需要
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２．２０２０年３月期第２四半期業績報告

≪国内販売戦略の進捗≫

弱溶剤製品の普及・提案活動の取り組みにより、当社
製品の認知度ＵＰ⇒東海工場の稼働率もＵＰ。

上期実績 上期実績 上期実績

2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期

出荷数量の推移

３０％増工場稼動率
１００％超
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２．２０２０年３月期第２四半期業績報告

≪国内販売戦略の進捗≫

アスベスト・ＰＣＢ・鉛・クロムなど、建築/土木現場での

環境・安全対策について、情報交換、製品開発、普及
改良する事を目的にアスベスト研究会を発足。

上期実績 上期実績 上期実績

2018年3月期 2019年3月期 2020年3月期

剥離剤の推移

６０％増対策現場の増加
に伴い

製品需要が増加

剥離剤出荷数量の推移

２０％増



2019年3月期 2020年3月期

増減額 増減率
実績 予測

売上高 21,460 23,000 1,540 7.2%

営業利益 277 430
153 55.4%

売上比 1.3% 1.9%

経常利益 279 399
120 42.8%

売上比 1.3% 1.7%

親会社に帰属する 143 205
62 43.0%

当期純利益 売上比 0.7% 0.9%
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３．２０２０年３月期通期業績予測

≪連結損益予測≫

（単位：百万円）
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３．２０２０年３月期通期業績予測

≪年度別連結業績予測の推移≫

売上高
（単位：百万円）

営業利益
（単位：百万円）



売上の拡大 マーケティングの
強化

コストダウン 人材確保

持続的な成長に向けた
事業基盤の強化

下地から仕上げまでの
総合塗料メーカーをめざす

３．２０２０年３月期業績予測

≪経営課題≫
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≪国内≫
◆汎用塗料事業

菊水化学工業
１７営業拠点
５工場

◆無機セメント事業（グループ会社）

日本スタッコ

18

〔販売店〕
塗料・建材・他

〔施工業者〕
塗装・左官・タイル

各種塗料・無機製品・シート建材等の製品を販売

公共施設・住宅・マンション・ビル・工場など、
様々な建物に当社製品は採用されています。

３．２０２０年３月期業績予測

≪製品販売の事業内容≫
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汎用シリコン 高級シリコン ふっ素 断熱セラミック無機

塗替え工事は、建物汚染による美観復旧、建物保護を
目的とした機能復旧や付加などが要因で発生する。そし
て、塗替え周期を伸ばしライニングコスト削減に繋がる
製品が求められています。

当 社 製 品 ラ イ ン ア ッ プ

新発売

３．２０２０年３月期業績予測

≪国内販売戦略①≫



水系ファインコート
シリコン

2019年4月
世界有数の化学
メーカーBASFとの
共同ブランディング
を発表。建物の、外
観の耐久性と美観
維持に寄与する建
築用塗料の重要性
を訴求。内外壁塗
料の汎用シリコNo.1
品質にグレードアッ
プ。

キクスイロイヤル
セレクション

ロイヤルセレクショ
ンは、汎用シリコン
のワンランク上のグ
レードになる高級シ
リコン塗料です。建
物の内外壁・屋根・
鉄部・付帯部・基礎
など、適材適所で
選択できる製品と、
確立された施工仕
様で、住宅塗替え
に必要な各種製品
をラインアップ。

フッ素セレクション

フッ素セレクション
は、高級シリコンの
ワンランク上のグ
レードになるふっ素
塗料を、内外壁・屋
根・鉄部など、適材
適所で選択できる
製品と、確立された
施工仕様で、建物
の塗替えに必要な
各種製品をライン
アップ。

ラーテル

2019年10月発売
ラーテルは、塗料の
最上級グレードとさ
れている無機塗料
です。主成分と結合
部分のＷ無機複合
技術により、塗膜の
期待耐久年数30年
超えを実現しました。
長寿命化が求めら
れる建物に、最適
の塗料を発売しまし
た。

キクスイガイナ

2018年4月
塗る断熱材のパイ
オニア株式会社日
進産業との業務提
携を発表。数々の
大賞を受賞している
日進産業の「ガイ
ナ」を「キクスイガイ
ナ」として取り扱い
を開始。年間通した
省エネ効果で、住
環境の改善が期待
できます。
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３．２０２０年３月期業績予測

≪国内販売戦略①≫

塗替え工事にお奨め当社製品ラインアップ！

新発売

期待耐用年数
１２～１６年

期待耐用年数
１３～１８年

期待耐用年数
１６～２０年

期待耐用年数
３０年超

断熱・保温・遮熱
防音・遮音



３．２０２０年３月期業績予測

≪国内販売戦略②≫
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改修・解体工事では、有害物質が含有している塗膜への
対処が課題となっています。

一般建築物
石綿含有建築用仕上塗材の除去

土木構造物
ＰＣＢ・鉛・クロム含有塗膜の除去

「キクスイ塗膜除去システム」は、建築・土木の現場で検出された様々
な有害物質に対して、環境・健康に配慮した適正な製品・工法をご提
案いたします。



≪国内≫
◆住宅事業

菊水化学工業
１６営業拠点
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全国安全協力会
（６支部）

〔協力業者〕
塗装・左官・タイル

３．２０２０年３月期業績予測

≪メーカー責任施工の事業展開≫

品質・安全・コンプライアンスに拘る施工管理体制

キクスイは、日本で唯一下地から仕上げまでの
製品を製造できる総合塗料メーカーです。塗料
は工場から半製品として出荷され、現場で施工
することで完成品（＝塗膜）となり、お客様に提
供されます。



23

３．２０２０年３月期業績予測

≪メーカー責任施工の事業内容≫

〔住宅〕

〔住宅以外の建物〕

内外塗装 屋根塗装

タイル

左官

防水

石綿処理

意匠建材 特殊塗装

耐火断熱

半製品（塗料）
＋
施工

完成塗膜
の提供
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３．２０２０年３月期業績予測

≪海外の事業展開≫

海外事業においても、当社の強みである

「下地から仕上げまで」の
製品ラインアップが強みになっています。

海外での実績物件

〔物件概要〕
下 地：磁器タイル
下地調整：カチコテＳＰ
仕 上 げ：水系ファインコートシリコン

≪海外≫
◆海外事業（グループ会社）

菊水化工（上海）
菊水香港

菊水建材科技（常熟）
台湾菊水



本資料に記載されている計画、目標、予測、戦略などは、現時点で入
手可能な情報に基づき判断したものであり、リスクや不確実性を含ん
でおります。実際の業績は、今後の様々な要因により、大きく異なる可
能性がある事をご承知おき下さい。

本資料及び当社のＩＲに関するお問い合わせ先
菊水化学工業㈱管理本部
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